
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 31 号

平成 15 年

4 月22日（火曜日）

一

規
　
　
則

海
洋
生
物
資
源
の
採
捕
の
数
量
等
の
報
告
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
水
　
産
　
課
）

一

告
　
　
示

○
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請

（
環
境
管
理
課
）

二

平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号
（
災
害
救
助
法
施
行
細
則
に
基
づ
く
救
助
の

程
度
、
方
法
及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁
償
の
程
度
）
の
一
部
改
正
　
（
健
康
福
祉
総
務
課
）

四

○
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
（
障
害
福
祉
課
）

○
知
的
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
及
び
施
設
の
指
定
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

五

○
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
道
路
の
供
用
開
始
（
五
件
）

（
道
路
保
全
課
）

六

公
　
　
告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
（
二
件
）

（
県
民
参
画
課
）

七

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
　
　
　
　
　
　
　
（
経
営
支
援
課
）

八

○
土
地
改
良
事
業
の
適
否
決
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
地
改
良
課
）

九

○
土
地
改
良
事
業
の
認
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
の
届
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
基
本
測
量
の
実
施
の
通
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
監
理
課
）

○
公
共
測
量
の
実
施
の
通
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

一
〇

海
洋
生
物
資
源
の
採
捕
の
数
量
等
の
報
告
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
六
十
六
号

海
洋
生
物
資
源
の
採
捕
の
数
量
等
の
報
告
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

海
洋
生
物
資
源
の
採
捕
の
数
量
等
の
報
告
に
関
す
る
規
則
（
平
成
八
年
香
川
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
数
量
等
」
を
「
数
量
、
漁
獲
努
力
量
等
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
の
規
定
」
を
「
及
び
第
四
項
の
規
定
」
に
、
「
数
量
等
」
を
「
数
量
、
漁
獲
努
力
量
等
」

に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
採
捕
の
数
量
等
の
報
告
書
（
別
記
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
て
」
を
削
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
漁
獲
努
力
量
等
の
報
告
の
方
法
）

第
四
条
　
法
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
さ
わ
ら
流
し
さ
し
網
漁
業
（
動
力
漁
船
で
流
し

網
を
使
用
し
て
第
二
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
の
さ
わ
ら
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
香
川
県
漁
業
調
整

規
則
（
昭
和
四
十
年
香
川
県
規
則
第
九
十
三
号
）
第
三
条
第
六
号
に
掲
げ
る
漁
業
を
い
う
。
）
に
よ
る

当
該
さ
わ
ら
に
係
る
漁
獲
努
力
量
に
つ
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
集
計
日
ご
と
に
当
該
集
計
日
が
属
す
る
期
間
に
お
け
る
当
該
漁
獲
努
力
量
を
集
計
し
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
報
告
期
限
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る
。

期
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
計
日
　
　
　
　
　
　
報
告
期
限

四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
　
　
　
五
月
三
十
一
日
　
　
　
　
六
月
十
日

六
月
一
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で
　
　
　
　
　
　
六
月
十
五
日
　
　
　
　
　
六
月
二
十
五
日

２
　
知
事
が
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
た
場
合
に
お
け
る
法
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
報
告
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
さ
わ
ら
に
係
る
漁
獲
努
力
量
に
つ
い
て
、
当

規

則



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

二

該
公
表
の
日
か
ら
当
該
公
表
の
日
が
属
す
る
同
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
は
、

当
該
公
表
に
係
る
漁
獲
努
力
量
に
係
る
漁
ろ
う
作
業
を
終
了
し
た
日
ご
と
に
当
該
漁
ろ
う
作
業
を
終
了

し
た
日
か
ら
三
日
以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
報
告
を
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同

条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
に
よ
り
行
っ
た

と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
報
告
期
限
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
送
付
に
要
し
た
日
数
は
、
算
入
し
な
い
。

別
記
様
式
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
概
要
を
次
の
と

お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

告

示

１
　
申
請
の
概
要

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
８
丁
目
２
番
８
号

か
ど
や
製
油
株
式
会
社

取
締
役
社
長
　
小
澤
享

事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

小
豆
郡
土
庄
町
甲
6188

か
ど
や
製
油
株
式
会
社
工
場

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

動
植
物
油
脂
製
造
業
の
用
に
供
す
る
原
料
処
理
施
設

1,000kg/H
 ５
基

許
可
後

許
可
後
６
箇
月

完
成
後

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

連
続
24時
間

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
量

項
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
常

最
　
　
　
　
　
大

水
素
イ
オ
ン
濃
度

5～
8

5～
8

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

1,350
1,450

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

950
1,240

浮
遊
物
質
量

950
960

窒
素
含
有
量

30
50

り
ん
含
有
量

10
20

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質

100
140

125
143

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

動
植
物
油
脂
製
造
業
の
用
に
供
す
る
原
料
処
理
施
設

①
900kg/H

 1基
、
②
700kg/H

 4基
、
③
300kg/H

 2基

既
設

既
設

既
設



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

三

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

連
続
24時
間

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
量

項
　
　
　
　
目

変
　
　
更
　
　
前

変
　
　
更
　
　
後

通
　
常

最
　
大

通
　
常

最
　
大

水
素
イ
オ
ン
濃
度

5～
8

5～
8

5～
8

5～
8

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

1,350
1,450

1,350
1,450

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

950
1,240

950
1,240

浮
遊
物
質
量

950
960

950
960

窒
素
含
有
量

30
50

30
50

り
ん
含
有
量

10
20

10
20

100
150

125
157

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質

100
140

100
140

特
定
施
設
の
使
用
の
方
法
に
つ
い

て
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

衛
生
対
策
と
し
て
の
機
械
洗
浄
の
た
め
、
排
出
さ
れ
る
汚
水

等
の
量
が
増
加
す
る
。

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

工　期　等

工
事
着
手
予
定
年
月
日

工
事
完
成
予
定
年
月
日

使
用
開
始
予
定
年
月
日

動
植
物
油
脂
製
造
業
の
用
に
供
す
る
分
離
施
設

①
3,500kg/H

 ７
基

許
可
後

許
可
後
６
箇
月

完
成
後

使
用
時
間
間
隔
及
び
１
日
当
た
り

の
　
　
使
　
　
用
　
　
時
　
　
間

連
続
24時
間

排
出
さ
れ

る
汚
水
等

の
汚
染
状

態排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
量

項
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
常

最
　
　
　
　
　
大

水
素
イ
オ
ン
濃
度

10～
11

10～
11

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

6,000
8,880

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

1,300
1,820

浮
遊
物
質
量

1,500
4,110

窒
素
含
有
量

160
200

り
ん
含
有
量

20
30

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質

9,300
18,000

1.9
3.2

排
出
水
の
汚
染
状
態
及
び
量

区
　
　
　
　
　
　
　
　
分

第
　
１
　
排
　
水
　
口
　
（
既
　
設
　
）

排
出
水
の

汚
染
状
態

項
　
　
　
　
目

変
　
　
更
　
　
前

変
　
　
更
　
　
後

通
　
常

最
　
大

通
　
常

最
　
大

水
素
イ
オ
ン
濃
度

5.8～
8.5

5.8～
8.5

5.8～
8.5

5.8～
8.5

生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量

10
15

10
15

化
学
的
酸
素

要
　
求
　
量

30
40

30
40

浮
遊
物
質
量

30
50

30
50

窒
素
含
有
量

15
30

15
30

り
ん
含
有
量

3
5

3
5



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

四

●
香
川
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号
（
災
害
救
助
法
施
行
細
則
に
基
づ
く
救
助
の
程
度
、
方
法

及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁
償
の
程
度
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
か

ら
施
行
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

第
一
の
一
１
中
「
三
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
一
２
中
「
二
、
四
九
八
、

〇
〇
〇
円
」
を
「
二
、
四
六
八
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
一
の
二
１
中
「
一
、
〇
二
〇
円
」
を
「
一
、
〇
一
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
一
の
三
３
表
中
「
一
七
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
二
二
、
七
〇
〇
円
」
を
「

二
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
三
三
、
五
〇
〇
円
」
を
「
三
二
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
四
〇
、
一
〇
〇
円
」

を
「
三
九
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
五
〇
、
九
〇
〇
円
」
を
「
四
九
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
七
、
四
〇
〇
円

」
を
「
七
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
二
九
、
二
〇
〇
円
」
を
「
二
八
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
三
七
、
七
〇
〇

円
」
を
「
三
六
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
五
二
、
七
〇
〇
円
」
を
「
五
一
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
六
一
、
八

〇
〇
円
」
を
「
六
〇
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
七
七
、
五
〇
〇
円
」
を
「
七
五
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
一
〇
、

六
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
八
〇
〇
円
」
を
「
五
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
七
、
七

〇
〇
円
」
を
「
七
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
六
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
一
四
、

〇
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
一
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
九
、

二
〇
〇
円
」
を
「
九
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
一
七
、

四
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
二
〇
、
六
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
二

五
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
五
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
四
〇
〇
円
」
を
「
三
、
三
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
一
の
六
２
中
「
五
三
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
二
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
一
の
十
一
４
中
「
三
、
三
〇
〇
円
」
を
「
三
、
二
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
一
の
十
二
２
中
「
一
四
一
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
三
八
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
二
の
一
１
中
「
一
七
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一

二
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
七
、
八
〇
〇
円
」
を

「
一
七
、
四
〇
〇
円
」
に
「
二
一
、
三
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
九
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

●
香
川
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

三
七
〇
〇
〇
一
　
社
会
福
祉
法
人
東
か
　
社
会
福
祉
法
人
東
か
　
平
成
十
五
年
　
身
体
障
害
者
居
宅

一
〇
〇
八
〇
一
　
が
わ
市
社
会
福
祉
協
　
が
わ
市
社
会
福
祉
協
　
四
月
一
日
　
　
介
護

指
定
事
業
所

番
　
　
　
　
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
　

在
　

地

申
請
者
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の

所
　

在
　

地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

排
　
出
　
水
　
の
　
量

236
345

286
345

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

抽
出
物
質

5
10

5
10

第
２
排
水
口
（
既
設
）
、
第
３
排
水
口
（
雨
水
専
用
、
既
設
）
、

第
４
排
水
口
（
雨
水
専
用
、
既
設
）
、
第
５
排
水
口
（
雨
水
専
用
、
既
設
）
、

第
６
排
水
口
（
雨
水
専
用
、
新
設
）
、
第
７
排
水
口
（
雨
水
専
用
、
新
設
）
、

第
８
排
水
口
（
雨
水
専
用
、
新
設
）

（
備
考
）
今
回
、
特
定
施
設
の
設
置
に
伴
い
、
一
部
特
定
施
設
を
廃
止
す
る
が
、
生
産
量
の
増
加

と
衛
生
対
策
と
し
て
の
機
械
洗
浄
の
た
め
、
通
常
排
水
量
が
増
加
す
る
。
な
お
、
最
大
排

水
量
並
び
に
汚
染
状
態
に
増
減
は
な
い
。

ま
た
、
雨
水
排
水
口
を
新
た
に
３
つ
設
置
す
る
。

２
　
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

期
間

平
成
15年
４
月
22日
か
ら

平
成
15年
５
月
13日
ま
で

場
所

香
川
県
環
境
森
林
部
環
境
管
理
課

土
庄
町
生
活
人
権
課



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

五

一
三
　
　
　
　
　
議
会
　
　
　
　
　
　
　
議
会

東
か
が
わ
市
湊
一
八
　
東
か
が
わ
市
湊
一
八

〇
九
番
地
　
　
　
　
　
〇
九
番
地

三
七
〇
〇
〇
一
　
大
野
原
町
指
定
居
宅
　
大
野
原
町
　
　
　
　
　
平
成
十
五
年
　
身
体
障
害
者
居
宅

一
〇
〇
八
四
一
　
介
護
事
業
所
　
　
　
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
　
四
月
一
日
　
　
介
護

一
五
　
　
　
　
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
　
字
大
野
原
一
二
六
〇

字
大
野
原
一
二
六
五
　
番
地
一

番
地

●
香
川
県
告
示
第
二
百
四
十
六
号

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
十
五
条
の

十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
及
び
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
を
次
の
と
お
り

指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

三
七
〇
〇
〇
二
　
社
会
福
祉
法
人
東
か
　
社
会
福
祉
法
人
東
か
　
平
成
十
五
年
　
知
的
障
害
者
居
宅

一
〇
〇
八
〇
一
　
が
わ
市
社
会
福
祉
協
　
が
わ
市
社
会
福
祉
協
　
四
月
一
日
　
　
介
護

一
二
　
　
　
　
　
議
会
　
　
　
　
　
　
　
議
会
　
　
　
　
　
　
　

東
か
が
わ
市
湊
一
八
　
東
か
が
わ
市
湊
一
八

〇
九
番
地
　
　
　
　
　
〇
九
番
地

三
七
〇
〇
〇
二
　
み
く
に
成
人
寮
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
み
く
　
平
成
十
五
年
　
知
的
障
害
者
短
期

〇
〇
〇
一
〇
一
　
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
　
に
園
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
　
　
入
所

三
七
　
　
　
　
　
家
浦
九
〇
二
番
地
一
　
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島

家
浦
九
〇
二
番
地
一

三
七
〇
〇
〇
二
　
の
ぞ
み
荘
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
み
く
　
平
成
十
五
年
　
知
的
障
害
者
地
域

一
〇
〇
八
一
一
　
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
　
に
園
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
　
　
生
活
援
助

四
四
　
　
　
　
　
家
浦
二
五
七
七
番
地
　
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島

一
　
　
　
　
　
　
　
　
家
浦
九
〇
二
番
地
一

三
七
〇
〇
〇
二
　
あ
ゆ
み
荘
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
み
く
　
平
成
十
五
年
　
知
的
障
害
者
地
域

一
〇
〇
八
二
一
　
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
　
に
園
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
　
　
生
活
援
助

四
二
　
　
　
　
　
家
浦
一
九
七
六
番
地
　
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島

三
　
　
　
　
　
　
　
　
家
浦
九
〇
二
番
地
一

三
七
〇
〇
〇
二
　
ひ
ま
わ
り
の
家
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
ひ
ま
　
平
成
十
五
年
　
知
的
障
害
者
短
期

〇
〇
〇
二
〇
一
　
小
豆
郡
土
庄
町
上
庄
　
わ
り
福
祉
会
　
　
　
　
四
月
一
日
　
　
入
所

三
六
　
　
　
　
　
四
六
三
番
地
二
　
　
　
小
豆
郡
土
庄
町
上
庄

四
六
三
番
地
二

三
七
〇
〇
〇
二
　
大
野
原
町
指
定
居
宅
　
大
野
原
町
　
　
　
　
　
平
成
十
五
年
　
知
的
障
害
者
居
宅

一
〇
〇
八
四
一
　
介
護
事
業
所
　
　
　
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
　
四
月
一
日
　
　
介
護

一
四
　
　
　
　
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
　
字
大
野
原
一
二
六
〇

字
大
野
原
一
二
六
五
　
番
地
一

番
地

三
七
〇
〇
〇
二
　
も
え
ぎ
の
里
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
も
え
　
平
成
十
五
年
　
知
的
障
害
者
通
所

〇
〇
〇
二
五
三
　
木
田
郡
牟
礼
町
大
字
　
ぎ
の
里
　
　
　
　
　
　
四
月
七
日
　
　
更
生
施
設

三
三
　
　
　
　
　
原
三
二
五
番
地
一
　
　
木
田
郡
牟
礼
町
大
字

原
三
二
五
番
地
一

●
香
川
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
居
宅
支
援
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

三
七
〇
〇
〇
三
　
社
会
福
祉
法
人
東
か
　
社
会
福
祉
法
人
東
か
　
平
成
十
五
年
　
児
童
居
宅
介
護

一
〇
〇
八
〇
一
　
が
わ
市
社
会
福
祉
協
　
が
わ
市
社
会
福
祉
協
　
四
月
一
日

一
一
　
　
　
　
　
議
会
　
　
　
　
　
　
　
議
会

東
か
が
わ
市
湊
一
八
　
東
か
が
わ
市
湊
一
八

〇
九
番
地
　
　
　
　
　
〇
九
番
地

三
七
〇
〇
〇
三
　
す
く
す
く
教
室
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
ひ
ま
　
平
成
十
五
年
　
児
童
居
宅
介
護

指
定
事
業
所

番
　
　
　
　
号

事
業
所
（
施
設
）
の

名
称
及
び
所
在
地

（
設
置
の
場
所
）

申
請
者
（
設
置
者
）

の
名
称
及
び
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

指
定
事
業
所

番
　
　
　
　
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
　

在
　

地

申
請
者
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の

所
　

在
　

地

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス
の
種
類



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

六

一
〇
〇
八
三
一
　
小
豆
郡
土
庄
町
上
庄
　
わ
り
福
祉
会
　
　
　
　
四
月
一
日

二
三
　
　
　
　
　
四
六
三
番
地
二
　
　
　
小
豆
郡
土
庄
町
上
庄

四
六
三
番
地
二

三
七
〇
〇
〇
三
　
大
野
原
町
指
定
居
宅
　
大
野
原
町
　
　
　
　
　
平
成
十
五
年
　
児
童
居
宅
介
護

一
〇
〇
八
四
一
　
介
護
事
業
所
　
　
　
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
　
四
月
一
日

一
三
　
　
　
　
　
三
豊
郡
大
野
原
町
大
　
字
大
野
原
一
二
六
〇

字
大
野
原
一
二
六
五
　
番
地
一

番
地

●
香
川
県
告
示
第
二
百
四
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平
成

十
五
年
五
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
三
木
津
田
線
（
三
七
号
）

三
　
道
路
の
区
域

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

●
香
川
県
告
示
第
二
百
四
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平
成

十
五
年
五
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
一
般
）

二
　
路
　
線
　
名
　
石
田
東
志
度
線
（
一
四
一
号
）

三
　
道
路
の
区
域

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

●
香
川
県
告
示
第
二
百
五
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平
成

十
五
年
五
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
志
度
山
川
線
（
三
号
）

三
　
道
路
の
区
域

さ
ぬ
き
市
造
田
宮
西
字
内
間
七
一
二
番
一
地
先
か

らさ
ぬ
き
市
造
田
宮
西
字
内
間
七
〇
九
番
一
地
先
ま

で

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
三
・
〇

〜
一
五
・
五

六
五

延
　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

平
成
十
一
年

香
川
県
告
示

第
六
百
六
十

八
号
で
変
更

し
た
区
域
の

一
部 備

　
考

さ
ぬ
き
市
造
田
乙
井
字
内
間
三
六
〇
番
二
地
先
か

らさ
ぬ
き
市
造
田
乙
井
字
北
山
田
一
二
五
番
四
地
先

ま
で

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
三
・
〇

〜
二
六
・
五

二
九
三

延
　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

平
成
十
三
年

香
川
県
告
示

第
九
十
二
号

で
変
更
し
た

区
域
の
一
部

備
　
考

さ
ぬ
き
市
造
田
宮
西
字
赤
渕
四
七
〇
番
二
地
先
か

らさ
ぬ
き
市
造
田
宮
西
字
赤
渕
四
七
〇
番
一
地
先
ま

で

一
〇
・
五

〜
一
一
・
八

一
二

平
成
十
年
香

川
県
告
示
第

百
四
十
五
号

で
変
更
し
た

区
域
の
一
部

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延
　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備
　
考



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

七

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

●
香
川
県
告
示
第
二
百
五
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平
成

十
五
年
五
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
三
木
津
田
線
（
三
七
号
）

三
　
道
路
の
区
域

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

●
香
川
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
平
成

十
五
年
五
月
十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
国
道
（
一
般
）

二
　
路
　
線
　
名
　
三
七
七
号

三
　
道
路
の
区
域

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

●
香
川
県
公
告
第
二
百
六
十
三
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
五
年
六
月
八
日
ま
で
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
五
年
四
月
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
道
場

太
田
　
光
夫

高
松
市
多
肥
上
町
二
〇
四
二
番
地
三
九

三
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
21
世
紀
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
不
安
、
未
病
お
よ
び
生
活

習
慣
病
に
伴
う
健
康
不
安
、
医
療
費
負
担
の
増
大
に
対
し
て
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
に
関
す
る
不

安
を
抱
え
て
い
る
市
民
に
対
し
て
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
啓
発
お
よ
び
実
技
指
導
事
業
を

さ
ぬ
き
市
造
田
宮
西
字
石
井
八
一
一
番
五
地
先
か

らさ
ぬ
き
市
造
田
宮
西
字
石
井
八
一
三
番
一
地
先
ま

で

一
〇
・
五

〜
一
〇
・
五

四
二

平
成
十
年
香

川
県
告
示
第

百
四
十
七
号

で
変
更
し
た

区
域
の
一
部

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）
延
　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備
　
考

東
か
が
わ
市
五
名
字
上
裏
七
六
〇
番
五
地
先
か
ら

東
か
が
わ
市
五
名
字
中
屋
敷
八
七
八
番
一
地
先
ま

で

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
・
〇

〜
一
三
・
五

一
七
八

延
　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

平
成
十
三
年

香
川
県
告
示

第
五
百
七
十

号
で
変
更
し

た
区
域
の
一

部
備
　
考

公

告



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

八

行
い
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
増
進
お
よ
び
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
二
百
六
十
四
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
五
年
六
月
十
一
日
ま
で
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
五
年
四
月
十
一
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
高
松
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

野
崎
　
敬
三

高
松
市
磨
屋
町
一
〇
―
二

三
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
協
議
会
は
高
松
市
お
よ
び
周
辺
各
市
町
を
中
心
に
、
行
動
し
提
言
し
発
言
し
地
域
の
未
来
に
対

し
て
自
ら
責
任
を
負
う
市
民
団
体
と
し
て
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
二
百
六
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
届
出
の
概
要

１
　
届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
マ
イ
カ
ル
総
合
開
発

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
三
丁
目
一
番
三
〇
号

２
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

坂
出
シ
ョ
ピ
ン
グ
デ
パ
ー
ト

坂
出
市
京
町
一
丁
目
四
番
一
八
号

３
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

変
更
前
　
午
前
九
時
か
ら
午
前
零
時
ま
で

株
式
会
社
三
城
、
株
式
会
社

リ
オ
チ
ェ
ー
ン
、
株
式
会
社

さ
が
美
、
エ
ス
テ
ー
ル
株
式

会
社
、
株
式
会
社
新
星
堂
、

株
式
会
社
タ
ツ
ミ
ヤ
、
株
式

会
社
ラ
セ
ー
ヌ
、
株
式
会
社

協
栄
商
会
、
株
式
会
社
ハ
ニ

―
ズ
、
株
式
会
社
マ
ス
テ
ィ

倉
敷
、
株
式
会
社
愛
織
、
田

中
商
事
株
式
会
社
、
株
式
会

社
宮
脇
書
店
、
有
限
会
社
ア

フ
リ
カ
太
郎
、
株
式
会
社
ニ

シ
ヤ
マ
ー
、
株
式
会
社
リ
ト

ル
ダ
ー
リ
ン
、
藤
久
株
式
会

社
、
株
式
会
社
ア
イ
ラ
ン
ズ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
壺
井

滝
、
株
式
会
社
冒
険
王
、
株

式
会
社
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
、
株

式
会
社
た
け
う
ち

株
式
会
社
マ
イ
カ
ル
、
株
式

会
社
名
物
か
ま
ど
、
株
式
会

社
キ
タ
ム
ラ
、
吉
川
忠
男
、

岡
彰
彦
、
宮
池
計
彦

小
売
業
を
行
う
者

後 前 後 前
変
　
更

前
後
別

午
前
九
時

午
前
九
時
三
十
分

午
前
九
時

午
前
九
時
三
十
分

開
　
店
　
時
　
刻

午
後
九
時

午
後
九
時

午
後
十
一
時

午
後
九
時

閉
　
店
　
時
　
刻



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

九

変
更
後
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
零
時
ま
で

４
　
変
更
年
月
日

平
成
十
五
年
四
月
十
一
日

二
　
届
出
年
月
日

平
成
十
五
年
四
月
十
日

三
　
届
出
書
及
び
添
付
書
類
の
縦
覧
場
所
及
び
縦
覧
期
間

１
　
縦
覧
場
所

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課

坂
出
市
役
所
環
境
経
済
部
商
工
観
光
課

２
　
縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で

四
　
意
見
書
の
提
出

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周

辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
次
の
項
目

を
記
載
し
た
書
面
を
本
日
か
ら
四
月
以
内
（
平
成
十
五
年
八
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
ま
で
）
に
次
の

提
出
先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
そ
の
概
要
を
公
告
す
る
と
と
も
に
、
香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支

援
課
及
び
坂
出
市
役
所
環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
に
お
い
て
当
該
公
告
の
日
か
ら
一
月
間
縦
覧
に
供
す

る
。

１
　
記
載
す
べ
き
項
目

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名

事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
及
び
沿
革

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

意
見
の
内
容

２
　
提
出
先

郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
商
業
・
金
融
グ
ル
ー
プ

●
香
川
県
公
告
第
二
百
六
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
松
市
西
植
田
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地

改
良
事
業
葛
谷
三
号
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
五
年
四
月
九
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
高
松
市
経
済
部
土
地
改
良
課
に
お
い
て
平
成
十
五
年
五
月
六
日
か
ら
同
年
五
月
二
十

六
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
二
百
六
十
七
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
観
音
寺
市
柞
田
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地

改
良
事
業
南
新
開
一
号
線
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
五
年
四
月
十
日
認
可
し
た
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
二
百
六
十
八
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
県

三
豊
郡
三
野
町
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
の
就
任
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

役
員
の

氏
　
　
　
名
　
　
住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　

就
任
年
月
日

種
　
類

理
　
事
　
青
野
　
　
稔
　
三
豊
郡
三
野
町
大
字
吉
津
甲
一
二
一
四
番
地
　
　
　
　
　
平
成
一
五
、
四
、
三

●
香
川
県
公
告
第
二
百
六
十
九
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
国

土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
基
づ

き
公
示
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀



平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

（
第
九
〇
二
三
号
）

一
〇

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

一
　
作
業
種
類

基
本
測
量
（
基
準
点
測
量
）

二
　
作
業
期
間

平
成
十
五
年
五
月
六
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
　
作
業
地
域

善
通
寺
市

小
豆
郡
　
土
庄
町

木
田
郡
　
庵
治
町

仲
多
度
郡
　
満
濃
町

●
香
川
県
公
告
第
二
百
七
十
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
で
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
飯
山
町
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第

三
十
九
条
で
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
二
十
二
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
作
業
種
類

公
共
測
量
（
出
来
形
確
認
測
量
）

二
　
作
業
期
間

平
成
十
五
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
八
日
ま
で

三
　
作
業
地
域

綾
歌
郡
　
飯
山
町
東
坂
元


